
共
同
研
究
会
成
果
報
告
論
集

「
日
本
文
化
の
深
層
と
沖
縄
」

あ

と

が

き

本
書
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
会

「
日
本
文
化
の
深
層
と
沖
縄
」
(代
表
、
梅
原
猛
の
ち
山
折
哲
雄
。
幹
事
、
上
垣
外
憲

一
、

長
田
俊
樹
)
の
成
果
報
告
論
集

で
あ
る
。

本
共
同
研
究
会
の
趣
旨

は
、
日
本
の
基
層
文
化
の
特
性
を
沖
縄
文
化
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。
宗
教
面
に
お
け
る

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
信
仰
や
村

々
の
年
中
の
祭
祀
、

ユ
タ
の
祈
疇
な
ど
が
日
本
人

の
信
仰
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
も

つ
の
か
。
沖
縄
の
農
耕
文
化
は
日

本
の
農
耕
文
化
の
形
成
と
発
展
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ば
し
て
い
る
の
か
。
琉
球
語
と
古
代
日
本
語
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

こ
れ
ら
各
種
分
野
に
お
け

る
比
較
対
照
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
文
化
と
沖
縄
文
化
の
相
互
関
係
の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
課

題
と
し
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
会
は
平
成
五
年
五
月
に
発
足
し
、
そ
れ
よ
り
同
七
年
九
月
ま
で
足
か
け
三

ヶ
年
に
わ
た

っ
て
継
続
さ
れ
、
研
究
会

の
開
催
回
数
は
計

=

回
を
数
え
、
報
告
本
数
は
延

べ
二
七
に
及
ん
だ
。
そ
の
詳
細
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

【
平
成
五
年

(
一
九
九
三
)
】

第

一
回

五
月
三

一
日

研
究
会
発
足
に
あ
た
っ
て

日
本
農
作

の
源
流
-
南
島
経
由
説
と

マ
レ
ー
型
稲
作
論
か
ら
ー

奄
美
の
狩
猟
採
集
文
化

中
西

進

田
中

耕
司

田
畑

千
秋
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第
二
回

第
三
回

第
四
回

七
月

一
九
日

久
高
島

の
神
々
1
家

・
元
家

・
殿

・
ウ
タ
キ

.
ニ
ラ
ー
ハ
ラ
ー
ー

宮
古
島
西
原
の
ユ
ー
ク
イ
に
つ
い
て

沖
縄
八
重
山
の
祭
祀
歌
謡
の
形
態

九
月
六

日

先
史
時
代

の
沖
縄
に
お
け
る
適
応
過
程
に
つ
い
て
の
作
業
仮
説

琉
球
方
言

に
お
け
る
調
和
構
造

一
一
月

一
日

考
古
資
料

か
ら
み
た
南
島
文
化
の
諸
様
相

ー
沖
縄
と
そ
の
周
辺
地
域
間
の
文
物
交
流
に
つ
い
て
1

見
え
る
神

・
見
え
ぬ
神

・
見
て
は
な
ら
ぬ
神

比
嘉

康
雄

上
原

孝
三

波
照
間
永
吉

高
宮

広
土

内
間

直
仁

上
村

俊
雄

皆
川

隆

一
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【
平
成
六
年

第
五
回

第
六
回

(
一
九
九
四
)】

一
月

一
〇
日

琉
球
王
国
祭
祀
儀
礼
の
空
間

…
聞
得
大
君
御
新
下
り
儀
礼
と

地
方
年
中
祭
祀
儀
礼
に
見
る
儀
礼
原
則

近
世
琉
球
の
王
府
儀
礼
の
中
の

「音
」
を
あ
ぐ

っ
て

五
月

一
六
日

思
想
信
仰
と
し
て
の
南
船
北
馬

現
代
沖
縄

の
墓
地
風
水

伊
従

勉

津
田

順
子

福
永

光
司

渡
邊

欣
雄



第
七
回

第
八
回

第
九
回

七
月

四
日

蝦
夷
と
琉
球
を
結
ぶ
文
化
交
流

琉
球
文
化
圏
の
墓
制
と
祖
霊
祭

九
月
二
六
日

ヒ
ヨ
リ

ミ
ビ
ト
の
系
譜
-
王
権
論
の
基
礎
-

近
世
琉
球
に
お
け
る
海
上
交
通
の
状
況

=

月
一
=

日

沖
縄
の
祖
霊
信
仰
の
若
干
の
問
題

大
塚

和
義

下
野

敏
見

宮
田

登

高
良

倉
吉

赤
嶺

政
信

【
平
成
七
年

(
一
九
九
五
)】

第

一
〇
回

六
月
二
日

美
女
に
化
け
る
豚

稲
作
文
化
考
-
伝
播
論
と
普
遍
論
-

六
月
三
日

共
同
討
議

「
久
高
島
の
祭
祀
を
め
ぐ

っ
て
」

発
表
1

「琉
球
の
年
中
祭
祀
祭
場
の
仮
設
性
に
つ
い
て

従
来

の
祭
場
論

の
批
判
的
検
討
…久
高
島
の
祭
場
を
中
心
に
」

発
表
2

「久
高
島

の
祭
祀
の
構
造
」

第

一
一
回

九
月

=

日

ア
イ
ヌ
の
火
の
神
に

つ
い
て

日
本

の
火

の
神
信
仰
-
特
に
南
西
諸
島
を
中
心
と
し
て
ー

田
畑

千
秋

長
田

俊
樹

伊
従

勉

比
嘉

康
雄

山
田

孝
子

下
野

敏
見
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九
月

一
二
日

琉
球
方
言
に
お
け
る
可
能
表
現

タ
ン
ゴ

ル
巫
の
世
襲
性
に
つ
い
て
ー
韓
国
と
沖
縄
を
中
心
に
ー

内
間

直
仁

崔

吉
城
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な
お
本
共
同
研
究
会
は
、
日
文
研
の
特
定
研
究

「環
太
平
洋
圈
に
お
け
る
日
本
文
化
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
と
連
動
す
る
形

で
開
催
さ
れ

た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
特
定
研
究
は
、
日
本
に
お
け
る
文
化
形
成
を
環
太
平
洋
圏
と
い
う
広
い
地
域
的
視
野
か
ら
研
究
す
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
い
る
が
、
本
共
同
研
究
で
は
、
こ
の
特
定
研
究
の
主
要
な
研
究
対
象
の

一
つ
で
あ
る
琉
球
-
沖
縄
文
化
を
特
に
取
り
上
げ
、
そ
の
諸

相
を
掘
り
下
げ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
環
太
平
洋
圏
と
い
う
視
野
の
広
が
り
の
中

で
日
本
文
化
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
そ
の
意
義
を
明

ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
か
ら
も
、
別
途
に
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
特
定
研
究
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
論
集
を
、
本
論
集
と
あ
わ
せ
御
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
ず
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
八

(
一
九
九
六
)
年

一
〇
月

一
日

共
同
研
究
会

「
日
本
文
化
の
深
層
と
沖
縄
」

代
表

山

折

哲

雄


